
プログラム 2017.3.14 (火 ) 
19:00 はじめに 

19:05 前回のふりかえり 

19:10 「前文案」の確認 

19:35 「骨子たたき台」の確認 

20:30 休憩 

20:45 チェックアウト 

21:20  まとめ 

21:30      おわりに 

長久手市では、「地域のことを地域で考え地域で実践

する」自治の取組が活発になることを目指し、市民と

職員が一緒になって、まちづくりの基本的なルールと

なる（仮称）自治基本条例の具体的な検討を進めてい

ます。 

今回は、自治KEN有志メンバーが作成した前文案と、こ

れまでの自治KENで出された意見などを踏まえて整理し

た骨子たたき台について確認しました。 
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参加者アンケートから 

《自治KENに参加してよかった！》 

● 長久手を愛する人がたくさんいて嬉しい。自治基本条例

の検討に少しでも関われた事がよかったかなぁと思いま

す。 

● この自治KENを通して、「仲間の絆」ができた。 

《メンバーがよかった！》 

● 自治KENのメンバーみんなが本当に良く考えて、前文、

骨子案ができた。 

● メンバーの充実した笑顔 

地域対話集会 条例素案 

作成 

条例案 

完成 
議会審議 

パブリックコメント 

骨子案 

完成 

（議会可決後） 

条例制定 

《その他》 

● 自治KENのみなさんと今度もいっしょに長久手を盛り上げて

いきたい。 

● 自治ＫＥＮが条例のための「壮大なセレモニー」にならぬよう

にしなくては！ 

● あっという間の7回でした。いろんな人と出会えたことと、いろ

んな体験、勉強ができたこと、参加して本当によかったと思

います。ありがとうございました。 

今後は、市と自治KENの 

メンバー有志が協働して、 

条例周知に取り組みます！ 

３月        ４月      ５月～６月       ８月       ９月       

～自治KENを通しての気づき、私が約束できること～ 

Ｈ２９年 

19:00～21:35 参加者38名 

西小校区共生ステーション 



 

 

 

 

確認！自治KEN発前文案はこれでOK？？ 

有志５人で結成した前文ライティングチームが、何度も熱い議

論を重ねてまとめた前文案について、リーダーTAKUさんから

解説があったあと、全体で意見交換と質疑応答を行いました。 

詩にしたアイデアが素晴らしい！ 

すべてイコールです。明確に使い分け

はしてません。 

 言葉尻で世代の違いを表現したかった。

他に良い言い方あるかな？ 

“長久手人”“わたしたち”“市民”など、

色んな言葉の使い分けは？ 

現代のまちのあり方がよく表現されて

いて、想いが伝わる！ 

わたしたち長久手人（ながくてびと）は、まちの現在と未来の姿に心か

ら向き合い、覚悟と夢を持って、市民自らの手でまちづくりをしていこう

と決意しました。 

ここに、まちづくりにおける「最も重視するルール」として「長久手自治

基本条例」を制定します。 

ボクの家（うち） 長久手に住んで12年 
じいちゃん ばあちゃん 愛犬は 
生まれも育ちも わがまちだ 
そんな わが家の団欒（だんらん）で 
大切なこと 考えた 
 
じいちゃんの こんな自慢で始まった 
わしらのまちの 長久手は 
戦国の世からの 伝統と 
清き流れの 香流川 
緑豊かな 里山と 
リニモが結ぶ 街並みや 
万博の知恵と理想が 誇りだな 
 
ところが ばぁちゃん嘆くのは 
近頃 この頃 長久手は 
隣が誰だか 判らんと 
気にしない人 多すぎで 
関わり合いが 薄すぎじゃ 
やがてくる世の 高齢化 
このまま ほかっておけんのじゃ 
防犯 防災 だいじょうぶか？ 
 
そこで とうさん 高らかに  
このまま行けば 長久手は 
子らに伝える 輝きを 
失ってしまうまち になる 
ひとり一人が 主人公 
懐の深い コミュニティ 
それぞれの価値を 認め合い 
支え合うこと 目指すべし 
 
さらに かあさん訴えて 
みんなの居場所を つくるには 
わずらわしいこと 多いけど 
会話・対話を 繰り返す 

回り道でも いいじゃない？ 
やってみることこそ 大切で 
失敗したって いいじゃない！ 
 
ねえちゃんとボクが 願うのは 
いつまでも続く 青空と 
緑と命が 守られる 
住んで 遊んで 働きたい 
心豊かな ふれあいは   
まずは あいさつ 「こんにちは！」 
 
でもボクの ともだちは 
言っていることは 分かるけど 
理想ばかりで マジ出来る？ 
いやがる人も いるだろう 
 
家族が 近所が 動き出す 
いろんな人の いるまちは 
聞く耳もつこと 大切で   
あの人 この人 さまざまな 
考え まずは認め合う 
熱い決意を 胸に秘め 
長久手人（ながくてびと）は 起ち上がる 
 
みんなが知り合い 混ざり合い 
関わり合って 支えあう 
やさしいことでは ないけれど 
言ったコトバと 行動に 
責任をもって 取り組もう 
 
自分がまちに 出来ること 
最初の一歩を 踏み出そう  
今ある暮らしを もっと良く 
キラキラ光る 長久手を 
今日の市民が つくるため 
明日の市民に 渡すため・・・ 

これら市民の思いが込められた「長久手市自治基本条例」は、「市民

による市民のためのまちづくり」を進めていくための基本的なルールで

す。大きな可能性を秘めた長久手。私たちのまちがいつまでも輝いて

いてほしい。このために市民、市長、議会、行政が、それぞれ、どのよ

うな役割をもってまちづくりに取り組むべきか、この条例が、その指針と

なるのです。  

 

前文の構成は、 

たまごサンドに見立てました！ 

上のパンで「決意」を

述べ、おいしいたまご

の部分は「詩」にゆだ

ね、下のパンで最後を

締めくくります。 

前文案（ここから） 

以下、条文に続きます。 

さかそう ながくて じちのはな 

 「起ち上がる」は、一般的な「立ち上

がる」はだめ？ 

 「決起する」意味も込めている。 

 家族の背景が分からない・・・ 

 プロフィールがある。解説に掲載する。 

 地元では、「～じゃ」って使わないから違

和感。 

 想いが伝わることが大事！！ 
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確認！骨子たたき台はこれでOK？？ 

まずは、自治KENや語り場カフェで議論した内容が、自治KENの意見として整理さ

れているかを確認したあと、事務局の補足や提案事項を含めた骨子たたき台全

体について確認しました。そして、メンバー各自が評価や改善提案を行い、全体

で共有しました。 

●条例を知ってもらうことが重要だと思うので、興味をひ 

   く「切り口」として素晴らしいと思う。 

●詩部分が唐突すぎると感じる。理解するには説明が 

   必要になる。 

前 文 

条例の位置付け 

●条例が、基本理念となることは重要だと思う。 

●すべての条例の「基本」となる条例とすると、位置づけが 

  弱くなる気がしますが… 

市民の役割と責務 

●事業者及び大学の役割を入れるのはいいと思う。 

●「参加を強制しないこと」と「不参加による不利益は受け 

   ないこと」を記載した方がよい。 

市民参加と協働 

まちづくり協議会 

●モデル地区にもヒアリングしながら、今後の方向性を定めたら・・ 

●市民に温度差があり、条例でうたうのが難しいかも。 

情報公開、個人情報の保護 

●「情報公開」や「透明性ある行政」「政策立案過程」の説明責任の明文化 

  が必要である。 

住民投票 

●もっと深く学び、議論する必要があると感じた。 

●デリケートな問題。勉強が必要。常設か否かに関し 

  ては検討が必要。 

 

●市民参加の保障、どう定める？ 

参加を保障する内容を漠然と定めるのではなく、具

体的にして、市民が参加できるよう促していくべきで

はないか、という意見がありました。 

全体としては、まちづくり協議会について何らかの形で定めて

は、という意見が多く出ましたが、もっと関係者等との話し合

いも必要ではないかという意見もいくつかありました。 

 自治KENでもたびたび出ていた「対話」の機会も、行政が果たすべき

説明責任のひとつであり、仕組みを定めていくことが重要です。 

 ●ここイイネ！（評価・手応え） 

●もっとこうしたら！（改善提案） 

マークの凡例 

もっと検討をするべきだという意見が多く出ました。 

～自治KENを通しての気づき、私が約束できること～ 
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